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令和５年10月20日（金）～11月12日（日）
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休 館 日

資料解説会

月曜日（10月23日・10月30日・11月６日）

10月21日（土）午後２時より〈参加自由〉



考古と民俗から読み解く十二町潟
氷見市南部に位置する十二町潟は、奈良時代には布
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たことで知られています。その家持による「布勢水海に
遊覧する賦

ふ

」への返歌として、越中掾
じょう

大
おお

伴
ともの

池
いけ

主
ぬし

が詠んだ
長歌に「うらぐはし布勢水海に」の一節があります。「う
らぐはし」とは、心に染み入り、えもいわれず美しい様
を表します。布勢水海は、都人をはじめ多くの人びとの
心をとらえたのです。
平成17年の特別展「水辺の人びと」で布勢水海を取り
上げてから18年、この間、能越自動車道建設などに伴っ
て実施された発掘調査や、民具の寄贈などを通じて、布
勢水海に関する考古学的、民俗学的な知見を新たに得る
ことができました。
あらためて布勢水海をテーマとする本特別展では、考
古学的、民俗学的な話題を通して、布勢水海とその折々
の人びとの暮らしについて紹介します。

上久津呂中屋遺跡　イルカ形土製品
（富山県埋蔵文化財センター蔵）

園カンデ窯跡　焼き歪んだ須恵器

キザ（籤）換え用のキザ棒稲束を満載した潟舟タズル。岸にあるのは稲担ぎ用の台
（昭和30年代頃）


